



Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 2) 
Sequential Changes in Nutritional Status of Preschool Children in 





































































初　回調査 第2回調査 第3回調査 第4回調査昭和44年度 昭和49年度 昭和54年度 昭和58年度
婁疑｝14名 婁雛｝13名 婁鷺｝18名 婁雛｝1ユ名
平均年齢二4．8歳 平均年齢：48歳 平均年齢：5．3歳 平均年齢：5．3歳
保育所児童 保育所児童 保育所児童 保育所児童
漁業世帯 漁業世帯 常用勤労者世帯 常用勤労者世帯
多世代家族 多世代家族 核家族が72．0％ 核家族が545％


































い　　　も　　　類 30 30 30 30
砂　　　糖　　　類 5 5 10 10
菓　　　子　　　類 40 40 50 45
油　　　脂　　　類 10 10 10 10
豆　　　　　　類 40 40 40 40
緑　黄　色　野菜 50 50 55 55
その他の野菜 100 100 110 110果　　　実　　　類 100 100 100 100
（海　　草　　類） （1） （1） （1～2）（1～2）
魚　　　介　　　類 30 30 40 40
肉　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　類 50 50 50 50







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































摂 7 1，582 69 40 32 14．5 252 604 11．0 6300．51 0．81 39 99 ｝
昭 取 S．D． 23526．6 22．9 10．6 8．0 61 188 4．1 3540．17 0．42 18 75 一
和
??
C．V． 14．9 38．6 57．3 33．1 55．2 24．2 31．1 37．3 56．2 33．3 51．9 46．2 75．8 一
44所
?
1，411 42 21 39 一 一 410 8．1 1，1520．57 0．75 40 370 『年 要 S．D． 80 2．4 1．2 2．2 一 一 32 0．3 25 0．03 α04 0 95 一?
C．V． 5．7 5．7 5．7 5．6 一 一 7．8 3．7 2．2 5．3 5．3 0 25．7 『
? ?
1，702 63 32 44 21．2 261 538 9．9 1，0700．66 0．74 61 76 12．9
49取 S．D． 41914．6 10．5 9．4 5．9 73 182 2．1 3990．20 0．20 13 66 2．8
量 C。V 24．6 23．2 32．8 21．4 27．8 28．0 33．8 21．2 37．3 30．3 27．0 21．3 86．8 21．7
所
?
1，460 45 23 41一 ｝ 一 440 8．4 1，1360．58 0．77 40 280 一年 要 S．D． 154 3．8 1．9 4．3 一 一 52 0．5 57 0．06 0．08 0 155 一?
C．V． 10．5 8．4 8．3 10．5 一 一 11．8 6．0 5．0 10．3 10．4 0 55．4 ｝
? ?
1，61659．4 32．5 56．2 28．5 217 6041α6
＊＊
P，3170．60 0．73 51 67 10．5
54取 S．D． 194 8．0 6．2 8．5 9．7 61 100 1．2 2190．07 0．11 11 55 1．7?
C．V， 12．0 13．5 19．1 15．1 34．0 28．1 16．6 11．3 16．6 11．7 15．1 21．6 82．1 16．2
所
?
1，49345．3 22．7 41．4 一 一 448 8．6 1，104． 0．60 0．79 40 217 一? 要 S。D． 173 5．0 2．5 4．7 一 一 43 0．4 78 0．07 0．09 0 150 一?
C．V， 11．6 11．0 11．0 11．4 『 ｝ 9．6 4．7 7．1 11．7 11．4 0 69．1 ｝
摂
?
1，53353．4 29．6 54．2 28．6 222 642 7．7 ＊＊P，4720．62 0．95 39 24 5．7
58取 S．D． 212 9．6 6．0 7．1 7．4 48 132 1．6 4230．13 0．21 17 20 1．7?
C．統 13．8 17．9 20．2 13．1 26．0 21．7 20．5 20．9 28．7 20．7 22．6 43．6 83．3 30．5
? ?
1，531 47．8 23．9 42．5 一 一 4008．061，0130．61 0．84 40 325 一? 要 S．D． 132 4．5 2．3 3．7 一 一 0 0．18 35 0．05 0．07 0 139 ｝?

























































































































































































































































摂取不足 50％以下 適量摂取 91～110％ 多量摂取 15ヱ％以上
および栄養、年 昭24 49年54年58年44年，49年54年58年44年49年54年58年
エネルギー 0 0 0 0 ’70 30 50 45 0 0 0 0総たん白質 0 0 0 0 ユ0 0 19 45 30 20 13 0動物性たん白質
堰@　　　質














カルシウム 0 0 0 0 40 30 6 0 30 0 19 45
鉄 0 0 0 0 ユ0 30 25 36 20 0 13 0
ビタ　ミ　ンA 80 20 0 0 0 10 25 0 0 0 0 36
ビタ　ミ　ンB1 0 0 0 0 0 60 50 18 0 0 0 9
ビタ　ミ　ンB2 0 0 0 0 60 50 50 36 0 0 0 18











穀類エネルギー比（％） 44 45 33 29．5糖質エネルギー地％ 64 62 54 55，9　64～57
米類エネルギー比％ 34 35 23 23．4脂質工『ネルギー比（％ 18 23 31 30．7　25～30































































































































































平均値 3．1 0．8 25．7 3．1 0．6 19ユ 3．4 0．9 24．3 3．5 0．7 20．7
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幼児の食生活に関ずる研究（第20報）
6．全体的考察
　以上のごとく，日本経済の高度成長のほぼ中期から
最盛期を経て低成長時代に至る昭和44年～58年の時代
的推移による漁業地域幼児の食生活変容の実態を，11
～18名の事例について観察したのであるが，約15年間
をはさんだ前後で，きわめて近似した摂取量を示す食
品群は少なく，44年，49年度において唯一の自給食品
であった魚介類の過剰摂取傾向が調査年と共に是正さ
れ，肉類摂取量の増加と置換される形どなり，かつ殆
どの食品群別摂取量の変動係数が小さくなっているこ
とが，最も注目される現象である。これは新潟県民栄
養調査の経年的変化14）における漁村の傾向にほぼ類似
している。上記現象に加えて，食品種類数の増加，献
立の多様化，緑黄色野菜，油脂および卵類の摂取量の
漸増，そして穀類摂取量の減少など，いわゆる都市化
傾向とも受け取れる方向へ推移しているが，幼児に推
奨される食品構成に比して穀類，緑黄色野菜および卵
類が未だ充足されず，肉類摂取量の著増などややバラ
ンスを欠く実態が指摘される。栄養素摂取状況におい
ては，摂取比率の高値であった総たん白質と動物性た
ん白質の比率が経年的に適正値に近づき，他芳，当初
低値であったビタミン類のそれは経年的に改善されて，
54年度にはビタミンB2（摂取比率94％）のみ，58年度
には鉄（同98．20／o）とビタミンC（同89．5％）の若
干の不足を残すのみで，その他の栄養素は所要量を充
足しており，所要量に対する摂取量のパターン類似率
でも示されるように，改善の方向に推移していると概
観できる。
　しかしながら，成人病予防に対置して幼児期栄養を
考える場合に，対象児の現状では脂質エネルギー比が
適正値の上限を超え，動物性脂質比が52．8％に至り，
他方，穀類エネルギー比が29．5％に低下し，それぞれ
44年度から58年度までの上昇線または下降線が鈍化す
ることなく延長されることは好ましいことではなく，
幼児の食生活に関与するものの一層きめ細かな配慮が
望まれるところである。
　幼児の食生活は，家族の食生活の模倣からはじまり，
その食行動は家族や保育者を中心とする生活環境の中
で培われて行き，とりわけ母親の食と栄養に関する知
識や関心による影響が大きい15）16）17）。58年度の対象
児の母親は，就労率81．8％で，食事作りの基準を栄養
のバランスにおくもの63．6％，ついで料理の手間にお
くもの18．2％，家族一緒に食べる夕食が毎日のもの36．4
％，殆どなしのもの18．2％，さらに子どもの好き嫌い
への対応（45．5％）および子どもの朝食の不規則性（45，5
％）に苦慮している等の現況にあり，その食生活意識
得点（足立ら18）の創案による「食事の健全さ」の得点
を100点満点に換算）は65．6±11．8とほぼ中位の成績
を示し，またそれは対象児の10栄養素等の摂取比率の
平均値と有意（P＜0．05）に相関していた。多忙な中
を調査協力の明確な意図のもとに年4回の調査に参加
し，秤量と記録の煩雑さを全員が訴えているものの，
還付された調査結果への反応に意欲が見られ，さらに
調査協力によるメリットをそれぞれ列挙するなど，対
象児の母親の食への関心は該調査への協力を通して僅
少ながらも高められるものと推察される。
　本調査の対象児は調査を依頼した保育園園児の15％
にすぎず，11例という少数例のためその調査成績は相
対的に見なければならないが，近年憂慮されている子
どもの食行動の偏向19）20）は対象児の場合未だ問題視
するに及ばず，栄養比率上若干の問題点を有するもの
の，同一地域の15～10年前の幼児の摂取栄養水準を凌
ぐ状況にあり，なおその母親に食意識の改善が見られ
るなど，これら母と子の調査協力の体験が今後におい
て当事者はもとより，地域の母親にも好影響をもたら
すよう期待したい。
　情報過多の中で幼児の食生活のあり方を模索してい
る母親や保育者は多く，豊富な経験と科学的な資料に
基づいた適正な乳幼児栄養・食生活指針の確立が急が
れるとの水野21）の提言に共感する。国民一般向けの食
事ガイドライン22）は60年5月に厚生省策定により公
表されたが，その普及指導により家庭の食生活が見直
され，ひいては幼児栄養に反映されるよう念じ，さら
に幼児栄養の推移を検討して行きたいと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和44年，
49年，54年および58年度の漁業地域幼児の食品・栄養
素摂取状況について検討を加えた。対象児は4～6歳
児11～18名で，四季の各連続3日間（通年12日間）の
食物摂取状況を個人別に秤量し，食品構成目安量なら
びに個人別に算定した栄養所要量と対比して，5～15
年間の推移状況を調べ，以下の結果を得た。
　（1）摂取食品数は1人1日あたり平均21→28→28→
　　23種類と推移し，うち動物性食品数は5～6種類，
　　間食食品数は4～5種類で殆ど変化は見られなか
　　った。
　（2）食品群別摂取状況は15年間に有意に増加したの
　　は肉類，減少したのは魚介類と米類，さしたる変
　　動の見られなかったのは菓子類であった。摂取比
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　　率の平均値はユ23±83→131±55→125±50→128．0
　　　±55．7％へ，目安量に対するパターン類似率は
　　0．8407→O．　9277→0．9313→0．9490へ推移した。約
　　15年後において目安量を充足していないのは穀類
　　緑黄色野菜および卵類の3食品群である。
　③　栄養素等摂取状況は，約ユ5年間に摂取比率の平
　　均値は107±34→1ユ5±26→122±16→119．2±
　　20％へ，所要量に対するパターン類似率はO．　9558
　　→0．9827→0．9921→0．9875へそれぞれ推移し，動
　　物性たん白質の多量摂取が是正され，ビタミン類
　　の摂取不足が改善されたが，とくにビタミンAと
　　B1の摂取比率の有意な上昇が注目される。
　（4）摂取エネルギー比については，穀類（44→45→
　　33→29．5％）’，米類（34→35→23→23．4％），糖
　　質（64→62→54→55．9％），およびたん白質（18
　　→15→15→13．4％）の各エネルギー比は漸減，脂
　　質エネルギー比（18→23→31→30．7％）は漸増し，
　　それぞれ適正値の逸脱が懸念される数値に至って
　　いる。
　（5）摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比
　　は58．0→50．8→54．　7→50．0％と幼児の推奨値に接
　　近し，たん白価は81→86，アミノ酸価は89→86へ
　　推移し，第一制限アミノ酸は前者は含硫アミノ酸，
　　後者はスレオニンであった。
　（6）動物性脂質比は45．3→48．2→50．7→52．8％と漸
　　増し，適正値を逸脱しつつある。
　（7）対象児の身長と体重の体位推計基準値に対する
　　比率はいずれも適正範囲にあり，体力評価の平均
　　値はほぼ中位の成績であった。
　終りに臨み，本研究に際してご懇篤なご指導を賜わ
りました本学学長塚原叡先生に厚く御礼申し上げます。
また，調査の進行上限りないお力添えを賜わりました
新潟市松浜港福祉保育園の廣川澄流園長先生はじめ諸
先生方，松浜漁業協同組合理事の南要一一ec，さらに調
査対象のご家庭の皆様の一年間にわたるご協力に深く
感謝申し上げます。
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